
提

出

者

鈴

木

宗

男

平
成
十
八
年
二
月
二
十
三
日
提
出

質

問

第

九

八

号

外
務
省
に
よ
る
対
中
国
情
報
収
集
活
動
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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外
務
省
に
よ
る
対
中
国
情
報
収
集
活
動
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

平
成
十
八
年
二
月
二
十
一
日
、
産
経
新
聞
は
、
「
中
国
で
国
家
機
密
を
入
手
し
た
と
し
て
、
日
本
人
男
性
が
一
九
九
六
年

に
逮
捕
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
ま
で
約
七
年
間
、
北
京
の
刑
務
所
で
服
役
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
」
と
の
報
道
を
行
っ
た

が
、
右
は
事
実
か
。
本
件
報
道
に
関
し
て
、
外
務
省
が
対
外
応
答
要
領
を
作
成
し
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。
対
外
応
答
要

領
の
主
管
課
は
ど
こ
か
。

二

一
九
九
六
年
に
逮
捕
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
ま
で
中
華
人
民
共
和
国
の
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
て
い
た
日
本
人
が
原
博
文
氏
で

あ
る
と
の
事
実
を
外
務
省
は
把
握
し
て
い
る
か
。

三

外
務
省
は
原
博
文
氏
に
対
す
る
中
国
の
裁
判
所
の
判
決
に
関
す
る
情
報
を
有
し
て
い
る
か
。
外
務
省
は
判
決
文
の
写
し
を

も
っ
て
い
る
か
。

四

原
博
文
氏
か
ら
外
務
省
に
提
供
さ
れ
た
資
料
や
情
報
は
文
書
に
さ
れ
、
外
務
省
に
保
管
さ
れ
て
い
る
か
。

五

産
経
新
聞
は
平
成
十
八
年
二
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
、
二
十
三
日
に
原
博
文
氏
の
証
言
を
掲
載
し
、
そ
の
中
で
原
博
文

氏
は
、
外
務
省
国
際
情
報
局
の
担
当
官
か
ら
以
下
の
働
き
か
け
を
受
け
た
と
証
言
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
実
関
係
に
つ

き
、
項
目
ご
と
に
答
弁
さ
れ
た
い
。

一



（
�
）

「
外
務
省
国
際
情
報
局
（
当
時
）
の
キ
ャ
リ
ア
官
僚
の
Ｉ
氏
が
、
私
の
事
務
所
に
電
話
を
し
て
き
た
の
は
九
四
年

ご
ろ
、
『
日
中
経
済
新
聞
』
が
隔
週
発
行
か
ら
毎
週
発
行
と
な
っ
た
後
だ
っ
た
。
」
（
二
十
一
日
）
と
の
証
言
に
関

し
、
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ
た
か
。
こ
こ
で
い
う
Ｉ
氏
と
は
、
当
時
、
外
務
省
国
際
情
報
局
分
析
第
二
課
の
総
務

班
長
を
つ
と
め
て
い
た
石
塚
英
樹
課
長
補
佐
と
承
知
す
る
が
、
そ
れ
で
間
違
い
な
い
か
。

（
�
）

「
Ｉ
氏
か
ら
『
中
国
の
内
部
資
料
を
見
た
い
』
と
、
し
き
り
に
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」
（
二
十
一
日
）

と
の
証
言
に
関
し
、
外
務
省
職
員
が
原
博
文
氏
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
要
求
を
し
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
。

（
�
）

「
最
初
に
コ
ピ
ー
を
渡
し
た
と
き
Ｉ
氏
か
ら
現
金
十
万
円
を
も
ら
っ
た
。
九
五
年
の
夏
以
後
は
毎
月
、
定
期
的
に

十
万
円
を
も
ら
う
よ
う
に
な
り
、
彼
が
い
い
情
報
だ
と
思
う
と
、
二
十
万
円
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
び

に
私
は
メ
モ
用
紙
に
金
額
を
書
き
、
署
名
し
て
領
収
書
と
し
て
渡
し
て
い
た
。
」
（
二
十
一
日
）
と
の
証
言
に
関

し
、
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ
た
か
。
外
務
省
職
員
が
原
博
文
氏
に
渡
し
た
金
員
は
公
金
よ
り
支
出
さ
れ
た
も
の

か
。
公
金
か
ら
の
支
出
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
報
償
費
（
機
密
費
）
か
ら
支
出
さ
れ
た
も
の
か
。

（
�
）

「
協
力
者
の
政
府
幹
部
か
ら
、
『
子
供
を
日
本
に
留
学
さ
せ
た
い
』
『
日
本
に
視
察
に
行
き
た
い
』
な
ど
の
要
望

も
あ
っ
た
。
Ｉ
氏
に
言
え
ば
、
ビ
ザ
取
得
な
ど
で
協
力
し
て
く
れ
た
。
」
（
二
十
一
日
）
と
の
証
言
に
関
し
、
原
博

二



文
氏
の
要
請
に
応
え
、
外
務
省
職
員
が
中
国
人
に
対
す
る
日
本
の
査
証
発
給
に
対
し
て
便
宜
を
図
っ
た
と
い
う
事
実

が
あ
る
か
。

（
�
）

外
務
省
職
員
が
「
原
さ
ん
の
情
報
は
総
理
も
重
視
し
て
い
る
」
（
二
十
二
日
）
旨
の
発
言
を
し
た
と
の
証
言
に
関

し
、
外
務
省
職
員
が
原
博
文
氏
に
対
し
て
同
趣
旨
の
発
言
を
し
た
事
実
が
あ
る
か
。
原
博
文
氏
か
ら
得
た
情
報
を
外

務
省
が
内
閣
総
理
大
臣
官
邸
に
報
告
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
。

（
�
）

「
担
当
者
以
外
に
も
、
当
時
の
国
際
情
報
局
長
や
分
析
課
長
と
も
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
」
（
二
十
二
日
）
と
の

証
言
に
関
し
、
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
る
か
。
二
十
二
日
付
産
経
新
聞
に
は
国
際
情
報
局
長
と
の
肩
書
き
が
記
さ

れ
、
氏
名
を
ぼ
か
し
た
名
刺
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
国
際
情
報
局
長
は
中
国
語
を
研
修
し
た
高
島

有
終
氏
か
。
国
際
情
報
局
長
と
原
博
文
氏
が
面
会
し
た
際
に
、
「
局
長
は
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
私
の
目
を
見
つ

め
『
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
』
と
、
丁
寧
に
名
刺
を
渡
し
て
く
れ
た
。
」
（
二
十
二
日
）
と
の
証
言
に

関
し
、
国
際
情
報
局
長
が
原
博
文
氏
に
対
し
て
「
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
趣
旨
の
発
言
を
し
た

事
実
は
あ
る
か
。

（
�
）

「
取
り
調
べ
で
私
は
『
自
分
の
勉
強
の
た
め
に
情
報
収
集
し
た
』
と
主
張
し
、
外
務
省
の
こ
と
は
一
切
、
触
れ
な

三



か
っ
た
。
外
務
省
国
際
情
報
局
の
Ｉ
氏
か
ら
は
常
々
、
「
万
一
、
逮
捕
さ
れ
て
も
、
外
交
ル
ー
ト
で
あ
な
た
を
救
出

す
る
か
ら
心
配
し
な
く
て
も
よ
い
。
た
だ
、
外
務
省
と
の
関
係
を
絶
対
に
話
し
て
は
い
け
な
い
。
『
日
本
政
府
が
中

国
に
ス
パ
イ
を
送
り
込
ん
だ
』
と
な
れ
ば
、
問
題
は
や
や
こ
し
く
な
る
」
と
言
わ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
」
（
二
十
三

日
）
と
の
証
言
に
関
し
、
外
務
省
職
員
が
原
博
文
氏
に
対
し
、
「
万
一
、
逮
捕
さ
れ
て
も
、
外
交
ル
ー
ト
で
あ
な
た

を
救
出
す
る
か
ら
心
配
し
な
く
て
も
よ
い
。
た
だ
、
外
務
省
と
の
関
係
を
絶
対
に
話
し
て
は
い
け
な
い
。
『
日
本
政

府
が
中
国
に
ス
パ
イ
を
送
り
込
ん
だ
』
と
な
れ
ば
、
問
題
は
や
や
こ
し
く
な
る
」
と
の
趣
旨
の
発
言
を
し
た
と
い
う

事
実
が
あ
る
か
。
原
博
文
氏
が
逮
捕
さ
れ
た
後
、
外
務
省
は
同
氏
を
救
出
す
る
た
め
に
具
体
的
に
何
ら
か
の
働
き
か

け
を
し
た
か
。

（
�
）

「
私
は
ニ
ュ
ー
ス
で
日
本
の
田
中
�
紀
子
外
相
の
訪
中
を
知
っ
た
。
『
中
国
の
国
家
秘
密
探
知
罪
で
北
京
の
刑
務

所
に
服
役
し
て
い
る
。
何
と
か
助
け
て
ほ
し
い
』
な
ど
と
い
う
内
容
の
嘆
願
書
を
書
い
た
。
刑
務
所
で
の
検
閲
後
、

面
会
に
来
た
日
本
の
北
京
大
使
館
員
に
託
し
、
『
ぜ
ひ
外
相
に
渡
し
て
い
た
だ
き
た
い
』
と
、
頭
を
下
げ
て
何
度
も

頼
ん
だ
。
し
か
し
、
出
所
後
、
大
使
館
か
ら
返
さ
れ
た
私
の
荷
物
の
中
に
嘆
願
書
は
そ
の
ま
ま
入
っ
て
お
り
、
届
け

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
」
（
二
十
三
日
）
と
の
証
言
に
関
し
、
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
る
か
。
原
博
文
氏

四



の
外
務
大
臣
宛
嘆
願
書
を
在
中
国
大
使
館
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
た
か
。

（
�
）

「
携
帯
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
Ｉ
氏
か
ら
だ
っ
た
。
『
帰
っ
て
き
た
ん
で
す
っ
て
ね
。
私
は
今
、
外
国
に
い

る
の
で
会
え
な
い
が
、
体
に
気
を
つ
け
て
』
。
ど
こ
に
い
る
か
も
、
連
絡
先
も
言
わ
ず
、
電
話
は
一
分
ほ
ど
で
切
れ

た
。
こ
れ
が
外
務
省
関
係
者
と
の
最
後
の
会
話
だ
っ
た
。
」
（
二
十
三
日
）
と
の
証
言
に
関
し
て
、
原
博
文
氏
が
二

〇
〇
三
年
一
月
に
中
国
で
の
刑
期
を
終
え
て
帰
国
し
た
後
に
、
原
博
文
氏
か
ら
か
つ
て
情
報
提
供
を
さ
れ
て
い
た
外

務
省
職
員
が
同
氏
と
面
会
し
た
り
、
電
話
で
話
を
し
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

五


